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山口県文化連盟会報

平成２４年版
　「山口県文化芸術白書」の概要
よこがお～会員紹介～
トピックス＆インフォメーション
リレーエッセイ文化の小径



 （単位：人）

（単位：人、事業）

（1） 

文
化
芸
術
へ
の
参
加
状
況 

　
　「
総
合
芸
術
文
化
祭
」に
お
け
る
事
業
数
、

　   

参
加
者
数
の
推
移

（2） 

文
化
施
設
の
利
用
状
況                                   

　
　
県
立
文
化
施
設
の
推
移

  年　度 参加者数 事業数

Ｈ19年度 73,969 27

Ｈ20年度 57,519 26

Ｈ21年度 47,869 24

Ｈ22年度 52,864 27

Ｈ23年度 42,906 22

  年　度 利用者数 前年度比･増減

Ｈ19年度 520,758 △20.1％

Ｈ20年度 562,598 8.0%

Ｈ21年度 521,716 △7.3％

Ｈ22年度 508,516 △2.5％

Ｈ23年度 491,566 △3.3％

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
Ｈ23年度Ｈ22年度Ｈ21年度Ｈ20年度Ｈ19年度

シンフォニア岩国

県立美術館

ルネッサながと

秋吉台国際芸術村

県立萩美術館・浦上記念館 山口博物館

※白書は次のホームページでご覧いただけます。
　http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a19300/index/

第
一
部
　
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
現
状

　
山
口
県
で
は
、文
化
芸
術
の
振
興
の
状
況
や
施
策
に
つ
い
て
、毎
年
、「
文
化
芸
術
白
書
」と
し
て

と
り
ま
と
め
、公
表
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
版
白
書
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

  
平
成
二
十
四
年
版   

山
口
県
文
化
芸
術
白
書

　
山
口
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
に
基
づ
き
、文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
諸
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
る
。
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山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭

 

・ 

国
民
文
化
祭
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

　

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
継
承
・
発
展                    

 

・ 

県
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な
文
化

　

活
動
の
促
進
及
び
そ
の
活
動
成
果

　

の
発
表
の
場
の
提
供

 

・ 

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

　

(

平
成
23
年
11
月
20
日
山
口
市
民
会
館)

　
「
音
楽
で
つ
な
ぐ
未
来
へ
の
架
け
橋
」と
題
し

　
て
、県
内
音
楽
団
体
等
に
よ
る
音
楽
フ
ェ
ス

　
テ
ィ
バル
を
開
催

 

・ 

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル　

発
表　

１９
団
体

 

・ 

文
化
祭
参
加
者
総
数　

 

４
２
，９
０
６
人

文
化
芸
術
団
体
状
況
、文
化
施
設
状
況
、表
彰
受

賞
者
一
覧
、助
成
制
度
一
覧
な
ど
を
掲
載

文
化
芸
術
に
関
す
る
主
要
事
業
、表
彰
制
度
、助

成
制
度
、市
町
担
当
部
局
等
を
掲
載

   

県
立
美
術
館
の
整
備

 

・ 

作
品
の
保
全
や
来
館
者
の
利
便
性
、

　

鑑
賞
空
間
の
質
的
向
上
を
基
本

　

に
改
修
工
事
を
実
施
し
、明
る
く

　

開
放
的
な
、県
民
が
よ
り
親
し
み

　

や
す
い
環
境
を
整
備

 
・ 
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
前
面
に
拡
張
、授
乳
室
を

　

 
新
設

 

・ 
展
示
室
C
に
２４
畳
の
畳
空
間
を
新
設
し
、

　
日
本
画
に
特
化
し
た
質
の
高
い
空
間
を
整
備

 

・ 

演
色
性
の
高
い
L
E
D
照
明
の
導
入

 

・ 

通
路
付
き
散
策
路
を
整
備
し
、

　

 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進　

他

県民の鑑賞、
参加及び創造の
機会の充実

子どもの文化芸術
活動の充実

地域の特色ある文化
芸術の振興

交流の促進

文化施設の充実

○山口県総合芸術文化祭推進事業
　 ・美術部門 (１０月山口市）、文芸部門 (１１月美祢市）
　 　音楽部門 (１１月岩国市 )

○県立文化施設における企画展等の開催
　・県立美術館　カンヴァスに描かれた女性たち展等
　・県立萩美術館・浦上記念館　アール・デコ展、龍泉窯青磁展等
　・シンフォニア岩国 　フィルハーモニア管弦楽団公演等
　・秋吉台国際芸術村　秋吉台音楽コンクール、秋吉台の響き等
　・ルネッサながと　万作・萬斎狂言、松竹大歌舞伎、文楽等

○美術館子ども芸術文化普及事業
○県立文化施設における子ども向けプログラムの実施

○やまぐち文学回廊構想の推進
○美術館のまちなか交流の促進

○山東省、慶尚南道の芸術団等を招き伝統芸能フェスタを開催

○県立美術館のリニューアルオープン

基本的施策 主 な 事 業 の 概 要

第
二
部
　
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
文
化

            

芸
術
振
興
関
連
施
策（
実
績
）

第
三
部
　
平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る

　
　
　
　
文
化
芸
術
振
興
関
連
施
策（
計
画
）

第
四
部 
市
町
に
お
け
る
取
組

第
五
部
　
資
料
編
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よ
こ

が
お

会員紹介

岩
国
市
文
化
協
会

● 

会
長　
藤
谷　
光
信

● 

〒
７
４
０―

８
５
８
５

　

 

岩
国
市
今
津
町
１―

１
４―

５
１

　

 

岩
国
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

● 

☎
０
８
２
７―

２
９―

５
２
１
１

　

岩
国
市
文
化
協
会
は
、昭
和
二
十
八
年
に
、岩
国
に
文
化
の
灯
を
と

も
す
べ
く
発
足
し
ま
し
た
。発
足
当
初
は
、十
団
体
に
満
た
な
い
体
制
で

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
が
、現
在
は
、二
十
二
分
野
、百
五
団
体
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
ま
し
て
は
、今
年
で
五
十
六
回
目
を
数
え
る
岩
国
市

民
文
化
祭
の
開
催
と
会
報「
岩
国
文
化
」の
発
行
、ま
た
、毎
年
五
月
に

は
、ス
テ
ー
ジ
と
展
示
、お
茶
席
、体
験
講
座
な
ど
を
総
合
的
に
組
み
合

わ
せ
趣
向
を
凝
ら
し
た「
春
の
総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。特
に
今
年
は
、「
こ
ど
も
の
た
め
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」や

茶
道
、華
道
、ク
ラ
フ
ト
の
体
験
講
座

な
ど
、子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が

ら
気
軽
に
文
化
に
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
内
容
を
充
実
さ
せ
、多
く
の
親

子
や
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
集
中
力
と
豊
か
な
創

造
力
に
、協
会
の
指
導
者
も
刺
激
を

受
け
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、国
際
交
流
事
業
も
積
極
的
に

実
施
し
て
お
り
、今
秋
に
は
、岩
国
市

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン

州
エ
ベ
レ
ッ
ト
市
へ
の
文
化
交
流
使
節

団
の
派
遣
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

岩
国
市
文
化
協
会
は
、平
成
二
十

六
年
に
は
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
後
も
、協
会
の
充
実
を
図
り
、よ

り
一
層
芸
術
文
化
の
創
造
に
つ
と
め
、

次
世
代
へ
の
継
承
と
地
域
の
文
化
の

発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

周
東
文
化
協
会

● 

会
長　
三
坂　
仁

● 

〒
７
４
２―

０
３
０
１

　

 

岩
国
市
周
東
町
祖
生
４
５
４
３―

２

● 

☎
０
８
２
７―

８
５―

０
１
３
２

　

昭
和
五
十
一
年
発
足
の
周
東
町
文
化
協
会
は
、平
成
の
合
併
に
伴
い
旧

市
町
村
の
文
化
協
会
も
統
合
の
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
る
中
、諸
般

の
事
情
で
実
現
が
難
し
く
、や
む
を
得
ず
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、各
方
面
か
ら
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
声
が
上
が
り
、こ
の
機

会
に
周
東
独
自
の
文
化
を
発
掘
・
発
展
さ
せ
、夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

一
役
を
担
う「
周
東
文
化
協
会
」と
し
て
、平
成
二
十
年
四
月
に
再
発
足

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、原
点
に
立
ち
返
り
地
域
に
存
在
感
の
あ
る
文
化
協
会
に
す

る
た
め
、昨
年
度
一
年
間
を
か
け
て
検
討
を
進
め
、そ
の
結
果
、専
門
部

は
独
自
性
と
活
性
化
を
期
し
て
五
部
に
再
編
。ま
た
、理
事
を
二
十
名

に
増
員
し
、新
進
気
鋭
の
理
事
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、講
演
会「
心
は
い
つ
も
青
空
」元
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
・
大
谷
泰
彦
氏
。「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス

と
毛
利
治
郎
、大
迫
繭
美
氏
。文
化
講
座「
地
域
文
化
の
か
き
く
け
こ
」

山
口
短
大
准
教
授
・
山
崎
凱
千
氏
ほ
か
。

「
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
ま
な
ざ
し
」金
子

み
す
ゞ
顕
彰
会
事
務
局
長
・
草
場
睦
弘

氏
。文
化
講
演
会「
も
う
一
度
考
え
た
い

　
こ
と
ば
の
力
」元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
ス

室
長
・
山
根
基
世
氏
。「
金
子
み
す
ゞ

フ
ェ
ア
イ
ン
周
東
」・
映
画
・コ
ン
サ
ー
ト・

き
り
え
展
な
ど
。

　

今
年
度
は
、講
演
会「
東
日
本
大
震

災-

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
」シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
毛
利

治
郎
氏
。韓
国
映
画「
ハ
ー
モ
ニ
ー
心
を

つ
な
ぐ
歌
」と
地
元
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

発
表
会
。視
察
研
修
旅
行
や
会
報
の
年

四
回
発
行
。各
種
団
体
と
の
共
催
、後

援
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

阿
東
文
化
協
会● 

会
長　
山
田　
良

● 

〒
７
５
９―

１
５
１
２

　

 

山
口
市
阿
東
徳
佐
中
３
３
８
２

　

 

阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内

● 

☎
０
８
３―

９
５
６―

０
１
１
６

　

阿
東
文
化
協
会
は
昭
和
五
十
八
年
七
月
、

地
域
文
化
の
関
心
と
高
揚
を
目
的
と
し
て

発
足
以
来
、生
花
、短
歌
、俳
句
、川
柳
、書

道
、陶
芸
、草
木
染
、彫
刻
、絵
手
紙
、コ
ー

ラ
ス
、舞
踊
、軽
音
楽
楽
団
、フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
、郷
土
史
研
究
会
の
十
七
団
体
や
、盆

栽
、手
芸
な
ど
の
個
人
会
員
三
名
で
活
動

を
続
け
、今
年
で
三
十
年
目
に
な
り
ま
す
。

各
部
門
ご
と
に
定
例
教
室
を
行
う
ほ
か
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
や
施
設
へ
の
慰

問
な
ど
、外
部
と
の
交
流
も
加
え
て
、資
質

の
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
年
一
回
の
文
化
祭
。日
ご
ろ

の
努
力
の
成
果
を
二
日
間
に
凝
縮
し
て
発

表
し
ま
す
。文
芸
、生
花
等
は
作
品
展
示
、

舞
踊
な
ど
の
芸
能
発
表
は
ス
テ
ー
ジ
で
行

い
ま
す
。同
時
に
阿
東
文
学
講
座
実
行
委

員
会
が
主
催
す
る
文
学
講
座
を
開
催
。近

年
は
卓
越
し
た
地
元
の
映
像
作
家
に
よ
る

ビ
デ
オ
上
映
と
講
演
で
阿
東
の
文
化
の
再
認
識
に
努
め
て
き
ま
し
た
。し

か
し
今
年
度
が
節
目
の
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、視
野
を
広
げ
て「
狂
言
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
の
協
力
を
得
て「
不
毒
」の
上

演
と
解
説
を
実
現
。狂
言
は
小
学
校
国
語
で
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、小
学

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、年
度
末
近
く
に
は
文
化
施
設
や
文
化
財
な
ど
を
解
説
員
付
き
で

訪
ね
る
一
日
研
修
の「
文
化
バ
ス
」を
企
画
運
行
し
、五
十
名
余
と
い
う
定

員
を
超
え
る
参
加
が
続
き
人
気
事
業
の
一つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
は
当
会
構
成
員
の
高
齢
化
が
影
響
し
、会
員
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
も
阿
東
で
培
わ
れ
た
諸
諸
の
文
化
を
育
み
伝
え
る
べ
く
、

会
の
目
的
達
成
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

ぶ　
す
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このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介しています。

山
口
県
吹
奏
楽
団

● 

代
表　
松
田　
和
寛

● 

〒
７
４
６―

０
０
８
２

　

 

周
南
市
大
字
下
上
７
３
１―

７

● 

☎
０
８
３
４―

６
２―

６
２
４
８

　

山
口
県
吹
奏
楽
団
は
、

小
編
成
で
の
活
動
を
中

心
と
し
、質
の
高
い
演

奏
表
現
を
目
指
す
と

共
に
、各
々
の
演
奏
技

術
及
び
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

技
術
の
向
上
を
図
り
、

音
楽
表
現
の
造
詣
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、平
成
十
九
年
三
月

に
発
足
し
、山
口
、防
府

地
区
在
住
の
管
打
楽

器
奏
者
を
中
心
に
県
内

各
地
よ
り
集
ま
っ
た
二

十
五
名
の
管
打
楽
器
奏

者
で
活
動
を
始
め
、現

在
は
三
十
名
の
団
員
で

主
に
山
口
市
内
の
施
設
を
利
用
し
て
月
に
一
回
程
度
の
全
体
練
習
等
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、所
属
す
る
団
員
そ
れ
ぞ
れ
が
県
内
各
地
の
学

校
等
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
各
楽
器
の
演
奏
や
、技
術
指
導
、地
域
、施
設

等
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
様
々
な
編
成
で
の
演
奏
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、第
一
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バル
で
の
ふ
る
さ
と
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
出
演
や
、長

門
市
油
谷
で
の
演
奏
会
開
催
、地
域
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
演
奏
な
ど
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、今
後
も
さ
ら
に
活
動
の
場
を
広
げ
地
域

文
化
の
発
展
と
向
上
に
寄
与
す
べ
く
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
県
邦
楽
連
盟

● 

会
長　
宮
本　
歌
千
穂

● 

〒
７
４
１―

０
０
７
１

　

 

岩
国
市
牛
野
谷
町
３―

４
６―

１
６

● 

☎
０
８
２
７―

３
１―

８
８
０
９

　

昭
和
二
十
八
年
十
月
、山
口
県
Ｎ
Ｈ
Ｋ
防
府
放
送
局
長
木
村
恵
氏
が
、

県
内
の
邦
楽
師
匠
へ
呼
び
か
け
、翌
年
六
月「
山
口
県
邦
楽
協
会
結
成

記
念
・
山
口
県
邦
楽
大
会
」の
開
催
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。途
中
中
断
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
の
、こ
の
組
織
が
現
在
の
山
口
県
邦
楽
連
盟
の

前
身
と
し
て
果
た
し
た
役
割
は
大
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
県
邦
楽
連
盟
三
十
年
史
参
考
）

　

昭
和
四
十
四
年
秋
、山
口
県
邦
楽
大
会（
第
一
回
）が
下
関
市
で
開
催

さ
れ
て
以
来
、各
市
ま
わ
り
も
ち
で
実
施
し
、本
年
は
、長
門
市
で
第
四

十
四
回
が
九
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、山
口
県
邦
楽
連
盟
は
、加
盟
団
体
に
二
十
二
団
体
を
有
し
、主
た

る
活
動
内
容
は
、年
一
回
、秋
に
実
施
さ
れ
る
邦
楽
大
会
を
始
め
と
し
、国

民
文
化
祭
へ
の
参
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。中
で
も
平
成
十
八
年
の
国
民
文

化
祭
は
、山
口
県
の
引
き
受
け
と
な
り
、邦
楽
部
門
は
宇
部
市
で
実
施
さ

れ
る
関
係
上
、行
政
関
係
者
を
筆
頭
に
、県
内
邦
楽
人
が
こ
ぞ
っ
て
故
藤

村
恭
山
推
進
委
員
長
の
指
揮
下
に
入
り

ま
し
た
。一
人
何
役
も
こ
な
し
成
果
を
挙

げ
た
一
日
の
で
き
ご
と
は
、こ
の
大
会
に
係

わ
っ
た
者
の
誇
り
、感
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、

特
筆
す
べ
き
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
そ
の
他
、学
校
教
育
面
に
も
協
力
を
惜

し
ま
ず
、希
望
校
へ
の
実
技
指
導
や
プ
ロ

に
よ
る
模
範
演
奏
等
、県
内
を
巡
回
し
て

い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
や
施
設
へ
の
慰
問

活
動
を
通
し
、伝
統
芸
能
の
伝
達
に
努
め

る
一
方
で
、洋
楽
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

等
、新
し
い
も
の
に
も
挑
戦
を
し
て
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
に
せ
よ
我
々

は
、こ
の
伝
統
芸
能
の
火
を
絶
や
さ
ず
、

大
き
な
流
れ
を
目
標
に
、音
を
楽
し
む
組

織
の
輪
を
拡
げ
て
参
る
所
存
で
す
。

第
六
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
十
二
月
）

師
走
の
ひ
と
と
き
、世
の
喧
噪
を
忘
れ
、

音
楽
な
ど
で一
服
さ
れ
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か

開催予定日

12月8日（土）

12月9日（日）

12月16日（日）

12月16日(日)
26日(水)､27日(木)

第15回やまぐち創作文芸大会

第57回山口県交響楽団演奏会

第40回山口県芸術演奏会

第36回全日本アンサンブルコンテスト山口県大会

山口県創作懇話会

山口県交響楽団

山口県音楽協会

山口県管楽アンサンブル連盟

宇部市立図書館 (宇部市)

スターピアくだまつ (下松市)

山口市民会館 （山口市）

山陽小野田市文化会館 （山陽小野田市）

主催団体 開催予定会場 （市町）
行事名
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Topics
&
Information 注目！

　

県
で
は
、山
口
県
と
中
国
山
東
省
と
の
友
好
協
定
締
結
３０

周
年
、山
口
県
と
韓
国
慶
尚
南
道
と
の
姉
妹
提
携
２５
周
年

を
記
念
し
て
、７
月
２２
日（
日
）に
山
口
県
教
育
会
館
で「
伝

統
芸
能
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

日
本
、中
国
、韓
国
の
三
国
の
民
俗
芸
能
団
体
が「
踊
り
」を

中
心
と
し
た
民
俗
芸
能
を
披
露
し
、こ
と
ば
を
越
え
て
観
客

を
魅
了
し
、友
好
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、地
元
山
口

市
の「
重
源
太
鼓
」で
す
。八
坂

小
学
校
の
２
年
生
以
上
の
児
童

２３
人
の
力
強
く
迫
力
あ
る
太
鼓

の
演
奏
で
、開
演
し
ま
し
た
。　

　
一
番
目
は
、慶
尚
南
道
の
Ｍ
＆

Ｓ
舞
踊
団
で
す
。色
鮮
や
か
な

民
俗
衣
装
を
纏
っ
た
女
性
達

が
、リ
ズ
ミ
カ
ル
に
、華
麗
に
太

鼓
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。　

続
い
て
、長
門
市
の「
俵
山
子

ど
も
歌
舞
伎
」と
岩
国
市
の「
北

中
山
子
ど
も
神
楽
」が
山
口
県

の
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
し

た
。そ
れ
ぞ
れ
、学
校
や
地
域
で

地
元
の
伝
統
芸
能
を
受
け
継
ぐ

子
ど
も
達
で
、練
習
を
重
ね
て
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
堂
々
た
る

演
技
と
か
わ
い
ら
し
い
姿
に
、会

場
か
ら
は
、大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

トピックス＆インフォメーション

伝
統
芸
能
フ
ェス
タ
を

行
い
ま
し
た

山
口
県
に
２
つ
め
目
の

空
港
の
誕
生
で
す
。

そ
の
名
も

「
岩
国
錦
帯
橋
空
港
」。

５
連
の
ア
ー
チ
が
美
し
い

「
錦
帯
橋
」を
擁
す
る
岩
国

市
に
誕
生
す
る
岩
国
錦
帯

橋
空
港
は
１２
月
１３
日（
木
）

に
開
港
し
、全
日
空
に
よ

り
岩
国
＝
東
京（
羽
田
）線

が
１
日
４
往
復
運
航
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

お
車
利
用
の
方
に
は
う
れ
し
い
航
空
機
搭
乗
者
の
駐
車

料
金
が
無
料
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
岩
国
駅
か
ら
車
で
約
７
分
と
交
通
ア
ク
セ
ス
も
充

実
し
て
い
ま
す
の
で
、ビ
ジ
ネ
ス
に
、観
光
に
、是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

岩
国
錦
帯
橋
空
港

い
よ
い
よ
１２
月
13
日
開
港

　

次
は
、山
東
省
の
済
南
市
青

少
年
宮
芸
術
団
で
す
。中
国
国

内
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
青
少

年
友
好
使
者
と
し
て
活
躍
す
る

芸
術
団
で
、１０
歳
か
ら
１６
歳
ま

で
の
１２
人
の
団
員
が
来
県
し
ま

し
た
。琵
琶
や
二
胡
な
ど
の
中

国
の
民
族
楽
器
の
演
奏
や
、少

数
民
族
舞
踊
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。　　
　
　

　

最
後
は
、三
国
の
出
演
者
全
員
で
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー

チ
」を
元
気
よ
く
唄
い
、踊
り
、フ
ィ
ナ
ー
レ
の
幕
が
閉
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
各
国
の
伝
統
芸
能
を
楽

し
め
た
」「
日
本
、中
国
、韓

国
と
も
と
て
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
。」「
子
ど
も
た
ち
の

熱
演
に
感
動
し
た
」「
三
国

の
交
流
が
益
々
進
む
こ
と

を
願
い
た
い
」と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
る
な
ど
、会
場
を
埋

め
尽
く
し
た
観
客
に
大
き

な
感
動
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
、大
成
功
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

東京（羽田）→岩国
便名
631便
633便
635便
637便

出発時間
09：15
13：20
15：45
19：40

到着時間
10：55
15：00
17：25
21：20

岩国→東京（羽田）
便名
632便
634便
636便
638便

出発時間
07：30
11：30
15：40
18：00

到着時間
09：00
13：00
17：10
19：30
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理
事
会
及
び
総
会
を
開
催

　

 

平
成
２４
年
度
理
事
会
及
び
総
会
を
６
月
１２
日（
火
）に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

タ
ナ
カ（
山
口
市
）で
開
催
し
、平
成
２３
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、

平
成
２４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、本
県
の
文
化
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
、当
連
盟
の
創

設
・
発
展
に
も
ご
尽
力
さ
れ
た
田
村
幸
志
郎
元
顧
問
の
ご
冥
福
を
祈
り
会

員
一
同
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

平
成
２３
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
及
び
収
支
決
算

　

平
成
２３
年
度
事
業
と
し
て

実
施
し
た
、地
域
の
文
化
芸

術
活
動
支
援
事
業〈
講
師
の

派
遣
〉、会
報
の
発
行
等（
一

般
会
計
事
業
）、第
５
回
山
口

県
総
合
芸
術
文
化
祭
事
業

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業

（
特
別
会
計
事
業
）に
つ
い
て

承
認
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
２4
年
度
事
業
計
画

　
　
　
　
及
び
収
支
予
算

　

事
業
計
画
と
し
て
、地
域

の
文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業

〈
講
師
の
派
遣
〉、会
報
の
発

行
等（
一
般
会
計
事
業
）、第

６
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化

祭
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事

業（
特
別
会
計
事
業
）の
実
施

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
に
つ
い
て

　

任
期（
２
年
）満
了
に
伴
い
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。遠
藤
徳
吉

副
会
長
、藤
田
進
理
事
、坂
東
三
嘉
寿
美
理
事
に
は
、長
い
間
、連
盟
の
運

営
に
御
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

文
化
交
流
パ
ー
テ
ィ
を
開
催

　

総
会
終
了
後
、当
連
盟
の
会
員
と
本
県
の
文
化
芸
術
の
振
興
発
展
に
ご
貢
献
を

い
た
だ
い
て
い
る
方
々
が
一
堂
に
会
し
、文
化
芸
術
の
愛
好
家
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、

恒
例
の「
文
化
交
流
パ
ー
テ
ィ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、女
声
コ
ー
ラ
ス・
グ
ル
ー
プ“

こ
う
る
・ソ
ア
ー
ヴ
ェ”

の
皆

様
に
、「
天
ま
で
と
ど
け
」と「
カ
ッ
チ
ー
ニ
の
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」、「
ふ
る
さ
と
」を
披

露
し
て
い
た
だ
き
、美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
酔
い

し
れ
な
が
ら
パ
ー
テ
ィ
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、和
気
あ
い
あ
い
と
語

り
合
っ
た
り
情
報
交
換
を
さ
れ
た
り
、あ
る
い
は

一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
ら
れ
る
な
ど
、賑
や
か
で

盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、県
洋
舞
連
盟
の
加
藤
理
事
長
や
日

本
舞
踊
連
盟
山
口
県
支
部
の
坂
東
相
談
役
を
は

じ
め
と
す
る
女
性
達
の
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く

り
、こ
れ
か
ら
の
文
化
芸
術
の
振
興
発
展
に
向

け
、参
加
者
一
同
が
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

報
告
〜
平
成
２４
年
度
の
取
組
〜

地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を

一
度
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

 

〜
講
師（
指
導
者
）紹
介・派
遣
事
業
〜

　

当
連
盟
で
は
、県
内
各
地
域
で
行
わ
れ
る
各
種
文
化

教
室
、学
校
で
の
部
活
動
等
で
実
技
指
導
な
ど
を
行
う

講
師（
指
導
者
）を
紹
介
・
派
遣
し
、地
域
の
文
化
芸
術

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
い
た
地
域
で
は
、毎
年
、継
続
す
る

ケ
ー
ス
も
多
く
、専
門
家
に
よ
る
指
導
が
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

◇
実
施
の
流
れ

 

・ 

①
申
込
み（
利
用
者
）↓
②
講
師
紹
介（
事
務
局
）

　

 

↓
③
打
合
せ（
講
師
・
利
用
者
）↓
④
実
技
指
導
・

　

 

講
座
等
実
施

◇
経
費
負
担

 

・ 

利
用
者（
申
請
者
）に
は
、お
花
や
お
菓
子
な
ど
の

　

 

材
料
費
の
み
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す（
講
師
へ
の

　

 

謝
金
、交
通
費
は
不
要
で
す
）

 

・ 

講
師
に
は
、山
口
県
文
化
連
盟
の
負
担
で
、一
回
の

　

 

指
導
に
つ
き
２
，０
０
０
円（
税
額
控
除
後
）と
交

　

 

通
費
の
実
費
を
支
給

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
文
化
連
盟

　
　

〒
７
５
３―

８
５
０
１

　
　

山
口
市
滝
町
１―

１

　
　
　
　
　

山
口
県
文
化
振
興
課
内

　
　
☎
０
８
３―

９
３
３―

２
６
１
０

注目 ！

平
成
２３
年
度
収
支
決
算

平
成
２４
年
度
収
支
予
算

収入の部 （単位：円）
一般会計
　　　項目 決算額　 
会費
（正会員67団体、
 賛助会員83口）    750,000

雑収入（利息等）    　   33
前期繰越金 121,263

計    871,296
特別会計
　　　項目 決算額　 
県総合芸術文化祭  8,263,655
実行委員会負担金 
計  8,263,655
合計 9,134,951

 支出の部 （単位：円）
一般会計
　　　項目 決算額　 
交流事業費(パーティ関連)          0
人材派遣事業費    　33,751
広報事業費（会報制作費費） 423,450
管理運営費    191,059
予備費          0
次期繰越金 　 223,036
計    871,296
特別会計
　　　項目 決算額　 
分野別 8,263,655
フェスティバル
計  8,263,655
合計  9,134,951

収入の部 （単位：円）
一般会計
　　　項目 予算額　 
会費
（正会員64団体、
 賛助会員91口）    775,000

雑収入（利息等）    　   1,964
前期繰越金 223,036

計    1,000,000
特別会計
　　　項目 予算額　 
県総合芸術文化祭  10,000,000
実行委員会負担金 
計  10,000,000
合計 11,000,000

 支出の部 （単位：円）
一般会計
　　　項目 予算額　 
交流事業費(パーティ関連) 100,000
人材派遣事業費    　100,000
広報事業費（会報制作費費） 500,000
管理運営費    250,000
予備費          50,000

計    1,000,000
特別会計
　　　項目 予算額　 
分野別 10,000,000
フェスティバル
計  10,000,000
合計  11,000,000

会　長 上田　俊成　長門文化協会顧問

副会長 早川　定雄　山口県川柳協会顧問

副会長 野村　忠司　下関市文化連合会会長

理　事 藤麻　　功　柳井文化連盟会長

理　事 吉村　德昌　周南文化協会会長

理　事 松原　　清　山口文化協会会長

理　事 中村　克衛　山陽小野田市文化協会会長

理　事 重広　昭雄　山口県吹奏楽連盟顧問

理　事 加藤　燿子　山口県洋舞連盟理事長

理　事 田中　治法　山口県いけばな作家協会会長

理　事 松井　　誠　山口県高等学校文化連盟会長

理　事 大野　和規　山口県中学校文化連盟会長

監　事 末貞　収一　(公財)山口市文化振興財団常務理事

監　事 三吉　忠光　(財)岩国の文化を育てる会会長
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い
け
ば
な
の
世
界
に
は
、立
華
、格
花
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、各
流
派
の
定
め
ら
れ
た

形
で
い
け
ら
れ
る
も
の
。

　
茶
花
、文
人
花
、自
由
花
、と
生
け
る
者
の

個
性
を
重
視
す
る
も
の
と
、大
別
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　
も
う
五
十
年
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
も
地
方
の
い
け
ば
な
を
、勉
強
し
て
い
る

も
の
と
し
て
新
し
い
い
け
ば
な
を
知
ら
ず

に
、い
け
ば
な
を
見
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
盛
り
上

が
っ
た
よ
う
で
す
が
、そ
の
い
け
ば
な
の
世

界
の
い
わ
ゆ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
私
は
感
じ
た
の
で

し
た
。

　
そ
れ
は
、今
ま
で
に
い
け
ば
な
作
品
と
し

て
見
て
き
た
物
が
、い
か
に
幅
も
無
く
、奥

行
き
も
無
く
、ま
た
、花
材
の
扱
い
方
法
も

少
な
く
、今
過
去
の
写
真
を
見
て
も
恥
ず
か

し
い
限
り
で
す
。

　
こ
の
時
代
が
あ
っ
て
、「
い
け
ば
な
を
勉
強

す
る
の
で
あ
れ
ば
、や
は
り
、京
都
で
あ
ろ

う
」と
、家
元
の
直
門
会
に
入
れ
て
い
た
だ

き
、古
典
か
ら
現
代
花
ま
で
約
十
年
勉
強
し

直
し
、下
関
市
で
指
導
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
日
本
い
け
ば
な
芸
術
協
会
の
特
別
会
員

と
し
て
も
推
挙
い
た
だ
き
、名
古
屋
、京
都
、

大
阪
と
活
動
の
場
も
広
が
り
、い
け
ば
な
作

家
の
一
員
と
し
て
も
、ど
う
や
ら
認
め
て
い

た
だ
け
る
段
階
ま
で
に
こ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
県
外
活
動
、市
町
の
活
動
を
や
っ
て
く
る

と
、な
ぜ
山
口
県
単
位
の
い
け
ば
な
協
会
が

な
い
の
だ
ろ
う
か
・・
と
思
い
、年
令
を
幅
広

く
き
い
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、原
因
が
い
く

つ
か
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
伝
統
芸
術
、文
化
特
有
の
若
い
先
生
の
考

え
方
、年
長
の
先
生
の
考
え
方
に
、大
き
く

考
え
の
相
違
が
あ
る
こ
と
、い
け
ば
な
展
の

あ
り
方
も
、会
長
、理
事
長
等
協
会
幹
部
が

良
い
席
で
生
け
る
こ
と
等
、時
代
に
沿
わ
な

い
こ
と
を
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、協
会
結
成
に
ま
で
話
が
進
ま
な
い
こ
と

が
、多
す
ぎ
て
何
時
の
間
に
か
立
ち
消
え
に

な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、会
則
で
す
べ
て
運
営
方
法
等
を

示
し
て
、山
口
県
内
の
有
力
な
先
生
方
に
参

加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、出
席
者
全

員
平
等
の
立
場
で
結
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、山
口
県
い
け
ば
な
作
家
協
会

二
十
周
年
記
念
展
、下
関
市
い
け
ば
な
連
合

会
十
五
周
年
記
念
展
と
節
目
の
記
念
展
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
二
十
年
前
に
当
時
の
理
想
の
会
則
を
作

成
し
、実
行
に
移
し
た
こ
と
が
間
違
い
な

か
っ
た
と
確
信
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
間
、や
ま
ぐ
ち
県
民
文
化
祭
参
加
、

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
参
加
、ま
た
山
口

県
で
大
成
功
を
収
め
ま
し
た「
き
ら
ら
博
覧

会
」「
国
民
文
化
祭
」、ま
た
昨
年
は
、国
民
体

育
大
会
の
皇
族
控
室
で
あ
り
ま
す「
貴
賓
室

の
装
飾
花
」、「
萩
陶
芸
家
協
会
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
」等
、定
期
華
展
以
外
に
も
発

表
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
二
十
年
間
で
、後
を
託
す
人
材
の
育

成
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
し
、来
年
度
の
記

念
展
が
終
了
次
第
、会
長
、副
会
長
、理
事
長
、

事
務
局
長
す
べ
て
新
し
い
陣
営
で
新
し
い

二
十
年
に
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
け
ば
な
の
世
界
で

    

平
等
と
は
な
に
か

山口県いけばな作家協会会長
田中 治法 氏

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

賛
助
会
員
の
皆
様

平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
に
御
入
会
い

た
だ
い
た
賛
助
会
員
の
皆
様
で
す
。

●
個
人（
敬
称
略・順
不
同
）

　
秋
本
浩
之（
山
口
市
）　
伊
川　
悟（
山
口
市
）

　
井
上　
洋（
山
口
市
）　
遠
藤
徳
吉（
山
口
市
）

　
大
村
愼
一（
山
口
市
）　
金
井
道
子（
下
松
市
）

　
熊
谷
宗
圓（
岩
国
市
）　
黒
田
節
子（
下
関
市
）

　
神
代
祥
男（
山
口
市
）　
小
迫
勇
治（
下
関
市
）

　
下
尾
周
男（
防
府
市
）　
田
中
米
吉（
山
口
市
）

　
富
永
鳩
山（
防
府
市
）　
野
村
忠
司（
下
関
市
）

　
花
柳
由
蝶（
山
陽
小
野
田
市
）　
早
川
定
雄（
光
市
）

　
福
永
茂
藏（
長
門
市
）　
藤
麻　
功（
柳
井
市
）

　
堀　
　
研（
宇
部
市
）　
村
岡　
満（
山
口
市
）

　
大
和　
努（
山
口
市
）　
山
本
宣
幸（
周
南
市
）

　
若
柳
吉
冬
貴（
防
府
市
）

●
団
体（
敬
称
略・順
不
同
）

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
と
う
観
光
協
会（
山

　
口
市
）、池
坊
山
口
県
連
合
支
部（
山
口
市
）、有

　

限
会
社
西
京
ス
テ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス（
山
口
市
）、

　
下
関
市
い
け
ば
な
連
合
会（
下
関
市
）、弁
護
士

　
法
人
末
永
法
律
事
務
所（
山
口
市
）、Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｕ

　
フ
ォ
ト
オ
フ
ィ
ス（
山
口
市
）、医
療
法
人
ひ
ろ
や

　
ま
内
科（
下
関
市
）、株
式
会
社
山
口
銀
行（
山

　
口
市
）、山
口
商
工
会
議
所（
山
口
市
）、山
彦
俳

　
句
会（
下
松
市
）

※
 

御
本
人
の
御
了
解
を
い
た
だ
い
た
方
に
つ
い
て
お
名
前
を
掲

　

 

載
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　
県
で
は
、今
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
局
が

発
足
し
、昨
年
の
山
口
国
体
・
山
口
大
会
の
成
果

を
活
か
し
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
繋
げ
よ
う

と
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。文
化
も
１８
年

の
国
文
祭
を
契
機
に
文
化
力
ア
ッ
プ
し
て
き
ま
し

た
が
、こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
に
負
け
ず
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

ぶ
ん
か
ひ
し
ょ
う

発
行
／
山
口
県
文
化
連
盟

〒
753 -8501 山

口
市
滝
町
1 -1（

山
口
県
文
化
振
興
課
内
）　
TEL
:083 -933 -2610　

FA
X
:083 -933 -4829
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